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論文内容要旨
フッ素とアルミニ
療など医療でも広
連など生物学的為
化学的親神性のた
 ッ化物の摂取がアルミニウ
健康な成人6名を
腹状態で蒸留水1
化ナトリウム溶液
フッ素濃度測定に
ィテクションキヅトを用いて,難PLCに注
血清フッ素濃度は
間後にはベースラ
められなかった。
おいてコントロー
12～18の時間帯と,0～2
以上の結果より,
た。空腹時にフッ
濃度の上昇が見ら
も一部は,体内の
に蓄積されている
ルミニウムは血清
トランスフェリ'
いので,両元素が
 球体で濾過されると考えられる。
これらのことより
 ルミニウム負荷を減らす可能性が示唆された。
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審査結果要旨
フッ素とアルミニウ
療など医療でも広
作駕が報告されてい
 生体内において相互作用が予想される。
この研究は,ヒトに
 べることを目的としたものである。
健康な成人6名を対
蒸留水100鰍を摂取
リウム溶液を摂取し
はフッ素イオン選択
 用いて,登PLCに注入し,蛍光的に検出した。
血清フッ素濃度はフ
はベースラインに戻
なかった。尿中フヅ
尿中アルミニウム撲
 てコントロールよりテストにおいて有意に多かった。
以上の結果より,フ
た。空腹時にフッ化
濃度の上昇が冤られ
も…部は,体内の組
に蓄積されている。
ニウムは盛溝中のフ
リンと結合するが,
同時に存在すると化
と考えられる。従っ
 アルミニウム負荷を減らす可能性が示唆された。
以上のように本研究
しなくても尿中アル
 り今後の研究に寄与するところが
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